
日時

近年、微生物等の生物機能を最大限に活用する「バイオものづくり」が次世代を担う産業として国

内外で大きな注目を集めています。これまでも様々なバイオマス資源が循環利用されてきました

が、バイオものづくり時代にはどのように資源を集め、活用し、付加価値を生み出していくことに

なるのか、将来の姿を考えてみませんか？

九州ならではの資源として「焼酎かす」を題材として取り上げつつ、講師による講演に加えて参

加型のディスカッションを行います。皆様のご参加を心よりお待ちしております！

2026年

10月16日 （金）
13:00～16:30

人吉市役所２階
２０１会議室、202会議室
（熊本県人吉市西間下町7番地1）

参加
無料
（要申込）

オンライン
配信あり

場所

【主催】 経済産業省九州経済産業局
九州知的財産活用推進協議会

【協力】 人吉市

プログラム（予定）

１．開会・イントロダクション(13:00～13:15）

研究会の趣旨説明、バイオものづくりの基礎・将来像を紹介します。

２．講演（13:15～14:00）

資源利用の現状と課題、活用に関する研究事例について講演します。

• 球磨焼酎リサイクリーン株式会社 取締役 才尾 靖浩 氏
• 鹿児島工業高等専門学校 創造デザイン工学科 教授 山内 正仁 氏

３．会場参加型ディスカッション（14:10～16:00）
様々な切り口から資源活用・バイオものづくりに向けた研究開発要素、課題、
出口について、下記有識者とともに議論します。

• Biosty株式会社 代表取締役、九州大学 名誉教授 矢部 光保 氏
• 九州大学 大学院農学研究院 教授 土居 克実 氏

５．球磨焼酎リサイクリーン 工場見学（16:30～17:45）【現地のみ】

研究会
（13:０0
～16:30）

終了後
【参加任意】

４．ネットワーキング（名刺交換等）（16:00～16:30）【現地のみ】

６．交流会（18:00～20:00）【現地のみ】 人吉市内・会費制

お申込み 問い合わせ先

【政策、プログラム内容について】
九州経済産業局地域経済部
ヘルスケア・バイオ産業室（担当：中島）
mail: bzl-healthcare-kyushu@meti.go.jp

【運営について】
三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社
（担当：伊藤・仲嶋）
mail: biomanufacturing@murc.jp

右記QRコード または 下記リンクから

https://forms.cloud.microsoft/r/nn5KbH4TUa

締切 10月１３日（火）1２時

定員 現地参加：30名 ※交流会は20名

【予告】 第２回は11月26日
講師・議論テーマを変えて

人吉市内で実施予定

アクセス 人吉ICから車、タクシーで10分（駐車場あり）

人吉市役所ホームページ：交通アクセス
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